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２．空港について
沖縄の空港

全国と沖縄の空港数
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那覇空港の利用状況（旅客）

空港位置図

県内 （６路線）
宮古、新石垣、久米島、南大東、北大東、与那国

県外 （２３路線）

東京、成田、伊丹、関空、神戸、福岡、中部、札幌、仙台、茨木、静岡、小松、岡
山、広島、岩国、高松、松山、長崎、熊本、宮崎、鹿児島、奄美、与論

国際 （１０路線）
台北、台中、高雄、ソウル、釜山、上海、杭州、天津、北京、香港

旧Ⅰ種空港

旧Ⅱ種Ａ空港

旧Ⅱ種Ｂ空港

旧Ⅲ種空港

旧その他飛行場
旧供用飛行場

拠点空港

地方管理空港

その他の空港
共用空港

（万人）

Ｓ４７ 那覇※

Ｓ４７ 宮古※、石垣※、久米島※、与那国※、南大東※、多良間※、波照間※

Ｓ５０ 伊江島

Ｓ５３ 北大東※、粟国

Ｓ５４ 下地島

全国の空港数の推移

※S47以前から存在した旧日本軍の飛行場等を空港として指定し供用

う
ち
、
沖
縄
の
空
港 Ｈ６ 慶良間

沖縄の空港整備予算
復帰後から現在（平成28年度）まで、計約４千億円（国費）を計上し、空港整備を実施。

（万人）

（速報値）

（年度）

（年度）

（速報値）

計97空港

H28H20H10H元S50

計
13
空
港

（万人）

（年度）

（速報値）

（路線状況は平成２８年６月時点）

（年度）

（万人）那覇空港の乗降客数 那覇空港の乗降客数
（国際線）

H25.3
新石垣空港
供用開始

H26.2新国際線
ターミナル供用開始

（27年度は速報値）

※背景の地図はイメージのため、縮尺・位置等は実際とは異なる
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那覇空港の国際貨物取扱量

那覇空港滑走路増設事業の必要性

那覇空港滑走路増設事業の概要

那覇空港国際線ターミナル地域再編事業

37.3 

5.2 

14.7 14.1 

5.0 

13.9 12.9 

5.9 

6.0 

17.8 
2.4 

1.4 

9.5 

0.0 1.0 

3.4 

43.3 

23.0 

17.1 
15.5 14.5 13.9 13.9 

9.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

羽田 成田 福岡 那覇 関西 伊丹 新千歳 中部

（万回） 発着回数

際内計

国際線

国内線

6,266 

600 

1,633 

652 

1,783 1,590 1,462 
540 

1,156 

2,666 367 

1,341 

170 
163 

0 

441 

7,421 

3,266 

2,000 1,993 1,953 
1,753 

1,462 

981 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

羽田 成田 福岡 関西 新千歳 那覇 伊丹 中部

（万人） 旅客数

際内計

国際線

国内線

４ ２ １ ２ ２ １ ２ １滑走路本数 ４ ２ １ １ ２ ２ ２ １滑走路本数

空港の利用状況（平成26年度）

○離発着の処理能力：
13.5万回→18.5万回／年※

※PIで示された日当たり処理能力に365日を掛
けて算出（回転翼機・深夜離発着便は除く。）

国内線ビル
新国際線

ビル

旧国際線ビル跡地

暫定GSE置場

現状

平面駐車場

平面駐車場

○：スポット

立体連絡通路

バスプール改良

整備内容

際内連絡施設

CIQ施設

○：増設スポット
：ビル会社事業
：国事業

立体駐車場

コンコース延伸

国際線需要の増加に

よる混雑及び増設滑走路

の供用により増加が見込

まれる航空需要へ対応

するため、エプロン拡張、

国際線ターミナルビルの

機能向上（ＣＩＱ

施設）等に必要な

整備を実施する。

○スケジュール
平成26年1月 工事の着手
平成31年12月末 工事の完了（予定）
平成32年3月31日 供用開始（予定）

○総事業費 約１，９９３億円

那覇空港の利用状況（国際貨物）

（万トン）

（速報値）

○全日空が、沖縄のアジアにおける地理的
な優位性を活かし、那覇空港と国内外
を深夜貨物便ネットワークで接続する
「ＡＮＡ沖縄貨物ハブ」を、平成21年10月
より運航開始。

深夜国際貨物便の駐機状況

那覇空港の国際貨物量は、成田、関空、
羽田に次ぎ、国内第４位。

（年度）

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

厦門 沖縄

バンコク

1,000km

2,000km

ソウル

台北

香港

青島
中部

関西
上海

成田

羽田

厦門

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

貨物便就航先
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